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めざす
生徒像

イ ロ ハ

中間
②９2.5％
③100％ B

効果的に活用できているノートや、効果的な変容が見
られたノートを教員が選び、掲示をしたり生徒で共有
をさせる。また、一人で何をすればよいか迷い適切に
活用できていない生徒にはプリントを貼る、ノートに
アドバイスをするなどの個別の対応をする。

最終 92.5% B

基本的な知識技能を活用させる場面を積極的に授業の
中に仕組む。さらに、活用のさせ方を教員間で共有
し、授業改善に努める。また、授業につながる効果的
な家庭学習を仕組む。生徒自身が家庭学習と授業との
つながりを感じ、生徒の「できた」「わかった」を引
き出せるようにする。

中間 98.3% B

町からの受験料の支援があり、チャレンジする生徒が
増えている。しかし、無料だから受けてみるではな
く、自分の実力を試そうと思えるぐらい学力が上がる
ように普段の授業改善をし、授業研修のたびに自分の
授業を振り返り、改善を図る。

最終 100.0% A

町からの受験料の支援により、受けてみようとする生
徒は増えた。しかし、実力以上の級に挑戦しようとし
たり、対策をあまりせずに受験したりする生徒もいる
ため、教科担が生徒の実力を見極めアドバイスをする
ことや授業で学力をつけていく必要がある。

中間 ①100% A

総合的な学習の時間でのゲストティーチャー招致や地
域での体験活動、地域ふれあい行事等地域に出ていく
行事を中心に、教育活動全体で、「地域を学ぶ」「地
域で学ぶ」「地域のことを考える」を実践する。

最終 ①100% A

総合的な学習の時間を軸として、地域のよさを知るこ
とや課題から改善点を見つけることを通して、地域の
ことが好き、地域に貢献したいという気持ちを持つ生
徒の育成を継続したい。

中間 93.1% B

①ボランティア活動の開催時期・内容を検討する。
②各学年とも、総合的な学習の時間でゲストティーチャー招聘や
体験活動等で地域の方とは交流しているが、受け身になっている
と思われる。生徒が主体的に関わる場面となるように価値づけて
いく必要がある。

最終 98.1% B

①ボランティア活動の開催時期・内容を検討して進め
る。事前にアナウンスをさらに徹底する。
②全学年、総合的な学習の時間でゲストティーチャー
招聘や体験活動等で地域の方と交流することができ
た。生徒が考え主体的に関わる活動になるようにす
る。

中間 100% A

授業や行事での生徒の活動について、他者からの評価
を生徒にフィードバックする場面の日常的な積み重ね
を大切にする。

最終 100% A

他者からの評価を生徒にフィードバックする場面を意
図的に仕組む。生徒自身が授業や行事などの活動で事
前に目指すゴールの姿を設定し、事後にはどんな力が
伸びたのかを資質・能力の視点で振り返る活動をす
る。

中間 80.0% B

昨年度と比べ全月で超過勤務時間の削減が見られる
が、定時退校ができている日は夏季休業中がほとんど
で、平常日の達成はなかなかできていない。普段でも
できるように業務改善に努める。

最終 87.5% B

10月以降の超過勤務時間はさほど削減が見られなかっ
たが、年間を通しては昨年度より削減が見られた。定
時退校日は、冬季休業中に1回のみで業務改善とは至
らなかった。

中間 100% A

全員が仕事にやりがいを感じている。また、職場の雰
囲気もよいと思っている人がほとんどである。今後
も、職員同士が気軽にコミュニケーションが取れる雰
囲気づくりや人間関係づくりに努める。

最終 100% A
全員が仕事にやりがいを感じて業務を遂行している。
職場の雰囲気もよいと思っている人がほとんどである
が全員ではないので、全員が良いと思えるように、風
通しの良い職場になるよう努めていきたい。

達
成
率

評
価

経営目標
教育目標

【学校経営目標】
　全教職員が、主体的組織的に学校教育目標の達成に向かう学校づくり

【学校教育目標】
　未来を切り拓く生徒の育成

社会に貢献できる資質能力を身につけた生徒
　・「夢・実現｣に向けて主体的に学び挑戦する生徒
　・郷土を愛し、世界に目を向ける生徒
　・神石高原中学校生徒の心得が実践できる生徒

評価計画 自己評価
担
当
者

学校関係者評価

中期経営目
標

短期経営目標

①標準学力調査において結果を出している
【同質集団における標準学力調査の全国平均を超
える教科１5教科中８教科以上】
②家庭学習（宿題）は授業に役立った。
③自学自習ノートの提出率90％以上
【効果的な活用ができた生徒の割合60％以上】

重
点

目標達成の方策
（具体的な取組内容）

評価項目【指標・目標】
時
期

確
か
な
学
力

　主体的な学
習を実現し、
学力の向上を

図る
（自ら学ぶか
しこい子）

　生徒の主体的な学習
を促す授業を展開し、
学力向上を図る。

1

・基礎・基本の定着、課題設定
と振り返りの充実を図る。
・授業が「わかる」につながる
家庭学習の提示。（自学自習
ノートの活用と学習サイクルの
定着を図る。）

〇学んだ内容をそのままにするのではなく、きちん
と振り返り、学んだ知識・技能を活用させる場面を
創り出すことが学力の向上につながると思います。
〇自学自習ノートの提出率が90％を超え、家庭学習
の習慣化が定着していると感じます。
〇活用度に個人差がありますが、改善方策にある
「良い事例の共有」や「個別フォロー」を継続して
いただき、「やらされる学習」から「自ら学ぶ学
習」へ繋がることを期待しています。

①標準学力調査において、全国平均を超えた教科は7/１5教科
（87.5％）
②「宿題が授業に役立っていますか」肯定的解答54/60人（90％）
③「自学自習ノートを毎日提出している」肯定的解答54/59人（９
１.5％）「自学自習ノートを効果的に活用している」肯定的解答49/60
人（８１.7％）
（87.5＋90＋100）/3=92.5(％）

達成状況 改善方策
評価

コメント

①未実施
②「宿題が授業に役立っていますか」肯定的解答５０/５４人（９2.5％）
③「自学自習ノートを毎日提出している」肯定的解答５１/５４人（9４.
４％）「自学自習ノートを効果的に活用している」肯定的解答４３/５４
人（79.6％）

教務 ○

〇検定という目に見えたものだけでなく、自分の得
意なことに身についた学力を応用している気がしま
す。そのような部分を評価の対象にしても良いだろ
うし、評価員が目を向けられる環境があれば良いと
考えます。
〇英語の授業で習熟度の展開を取り入れることで、
生徒の更なるやる気につながっていると考えます。
〇自分の今の実力を知り、計画を立てて準備する。
その経験こそが、本当の意味での学習での学力向上
につながります。

①英検、数検、漢検いずれかを受けた生徒40人/57（70.2％）→100
％達成
②3年生のうち、いずれか３級以上合格者8人/16（50％）→ 100％達
成
達成率（100+100）÷２＝100％

　地域に貢献できる生
徒を育成する。

・地域教材の活用や地域人材を
招いての学習等、「地域を学
ぶ」「地域で学ぶ」「地域につ
いて考える」学習を実践する。

①地域のことについて学ぶことを肯定的に捉えて
いる
【意識調査における、｢地域のことが好き」「地域
のことをもっと知りたい」「地域と関わりたい」
の各項目の肯定的評価８５％以上】

①「地域のことが好き」肯定的解答５０/５４人（92.5%）
「地域のことをもっと知りたい」肯定的解答４６/５４人（85.1％）
「地域と関わりたい」肯定的解答５０/５４人（92.5％）

教務 ○

　多様な機会を設定・
推奨し、自己決定させ
ることで生徒のチャレ
ンジ精神を養う。

・英検・数検・漢検への挑戦機
会を提供する。
・幅広い挑戦機会を創出し、参
加についての自己決定場面をつ
くる。

①生徒全員が１つ以上の検定に挑戦する
【英検、数検、漢検の受験者の割合６０％以上】
②各種検定に挑戦し、結果を出している
【３年生の中で３級以上を取得している生徒の割
合３０％以上】

①英検、数検、漢検いずれかを受けた生徒33人/57（57.8％）→96.5
％達成
②3年生のうち、いずれか３級以上合格者8人/16（50％）→ 100％達
成
達成率（96.5+100）÷２＝98.3％

教務 ○

〇地域に興味を持ち、地域のことを知り、地域に関
心を持つ生徒の数が増えていくことが、地域に貢献
できる生徒を育成することにつながっていると思い
ます。
〇「貢献」という言葉の重さから生徒の考えが萎縮
してしまっているのではないかと懸念しています。
今度は個人の好きなことややりたいことを地域で実
現する方法など、主体性と具体的な手法を学ぶ機会
があってもよいのではないか。

①「地域のことが好き」肯定的解答５５/５８人（９４.８%）
「地域のことをもっと知りたい」肯定的解答５０/５８人（8６.２％）
「地域と関わりたい」肯定的解答５４/５８人（9３.１％）

〇ボランティア活動に参加することで、地域社会へ
の貢献意欲が向上していくことはとても意義がある
ことだと考えています。
〇環境整備に限らず、自分の周りの困りごとを小さ
なことでも見つけ、解決していくだけでも十分ボラ
ンティアとして成り立つのではないだろうか。
〇学校運営協議会としても、学校と密接に連携し、
生徒の主体性を引き出すための「場」や「機会」の
提供をさらに加速させ生徒の意欲向上に繋がるよう
取り組めたらいいと思います。

①５７人中２回以上参加48人。84%
②12月アンケート結果73%
達成率(84+73)÷2=78.5%　78.5%÷80%=98.1%

　他者との違いを認
め、共に歩む集団を育
成する。

・学期に一回以上のライフスキ
ルトレーニングを実施する。
・異年齢集団で行事等を成功さ
せる体験を持たせる。
・スクールカウンセラーによる
全員面談の実施。

①自己肯定感が向上している
【意識調査における、「自分にはよいところがあ
る」の肯定的評価65％以上、「仲間の意見と自分
の意見を比較して考えを深めている」の肯定的評
価60％以上】

１学期生徒アンケート「自分にはよいところがある」85%「仲間の意見
と自分の意見を比較して考えを深めている」91%
達成率(85+91)÷２=88%　　88％÷65％＝100％以上

生指 ○

①生徒会が計画するボランティア活動へ参加して
いる
【二回以上参加する生徒の割合80％以上】
②地域貢献の意識が向上している
【意識調査における、「地域の方と積極的に交流
している」の肯定的評価80％以上】

①57人中2回以上参加44人。77%
②7月アンケート結果72%
達成率(77＋72)÷2=74.5%   74.5%÷80％＝93.1％

生指 ○

〇自分には良いところがあると自己評価できる生徒
が８割近くいるということは、教育活動を通して自
己肯定感がきちんと育っている証だと思います。
〇他者から適切に評価され、認められることによっ
て更なる向上につながると考えます。そのような場
面をできるだけたくさんつくりだしてやってくださ
い。
〇対自分に関して過大評価をしている可能性がある
のではないか。もっと内省的になる時間を設けてほ
しいと感じる。

12月アンケート「自分にはよいところがある」73%→100％「仲間の意

見と自分の意見を比較して考えを深めている」89%→100％

達成率(100+100)÷2=100%

働
き
方

　教職員のゆ
とりとやりが
いを高める

　業務の効率化により
超過勤務時間を削減す
る。
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・研修日、定時退校日の設定
や、分掌業務等のスリム化を図
り業務改善を進める。

①超過勤務時間が削減できている
【職場全体の年間平均超過勤務時間昨年度比５％
削減】
②定時退校が実現できている
【全員が定時退校できる日年間２０日以上】

①4～9月　34％削減　100％達成
②4～9月　12回/20→60.0％達成
達成率（100＋60）÷2＝80.0％

総務

豊
か
な
心

　社会に貢献
できる生徒を

育成する
（やさしくあ
たたかい子）

　ボランティア活動を
推奨し、貢献機会をつ
くり、意欲を高める。
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・生徒会活動を中心としたボラ
ンティア活動を実行する。

　教職員のやりがいを
高める。

・自己の興味や強みを生かした
挑戦したいことを設定し、実行
に向けた支援体制を整える。
（業績評価へ挑戦事項を設定す
る）

①職場のやりがい・満足度が向上している
【職員の意識調査における、「仕事に対するやり
がいを感じてる」の肯定的評価８０％以上、「職
場に対する満足度（相談・人間関係・雰囲気）」
の肯定的評価９０％以上】

①仕事に対するやりがい14人/14(100％)→100％達成
相談できる14人/14（100％）人間関係の構築11人/14（78.5％）職
場の雰囲気13人/14（92.9.％） (平均  90.5％)→100 ％達成
達成率(100＋100)÷2＝100％

総務

○

〇先生方が日頃から心身のリフレッシュを図れるよ
う、「平常日は難しい」で終わらせない一歩踏み込
んだ改革を応援しています。
〇勤務時間の削減が着実に進んでいると思います。
引き続きの取組をお願いします。
〇他の市町などでも取り入れられている聞く、「留
守番電話対応」を要望すべきと考えます。

①４～１月：14％削減→100％達成。
②４～１月：15回/20→75％達成
達成率(100+75)÷2=87.5％

○

〇教職員のやりがい100％であり、職場の雰囲気が
良好に保たれていることは教育の質の向上に繋がっ
ており大変うれしく感じます。
〇中間段階と最終段階の両方において、職員の「や
りがいと満足度」が100％となっています。本当に
素晴らしいと思います。風通しのよい職場である証
だと思います。引き続きの取組に期待しています。
〇正直にご自分の状況を報告された先生について、
心のケアを含め、十分によりそってあげていただき
たい。

①仕事に対するやりがい15人/15(100.％)→100％達成
相談できる14人/15（93.3％）人間関係の構築13人/15（86.６.％）職
場の雰囲気14人/15（93.3％） (平均91.0％)→100％達成
達成率(100＋100)÷2＝100.％


